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1ＩＲコンテンツ収集法講義
2007.1.29 HARP第2回勉強会
お話しすること
• 何を集めるのか
• 紀要の集めかた
• 学術雑誌論文の集めかた
• その他のコンテンツの集めかた
• 研究者へのアプローチ
2007.1.29 HARP第2回勉強会
2ＩＲに登録するコンテンツとは
• 電子化された
• 一次情報
- 書誌情報だけではＩＲと言わない。
• 自学の教育研究成果
- 自学をアピールするものならなんでも。
＝電子図書館
何を登録するかは大学ごとに違ってよい。
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広島大はとりあえずなんでも
学術雑誌論文 (548) 学内刊行物(紀要等) (1273)
学位論文 (35)
修士論文/卒業論文 (3) プレプリント (10) 会議発表
論文 (52)
プレゼンテーション資料 (25) 科研費報告書 (19)
テクニカルレポート/ワーキングペーパー (1)
単行書 (18) 単行書の章 (7) 電子教材 (14)
コレクション-教科書 (5607) コレクション-今中文庫
(26)
コレクション-角筆 (1)
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3ＩＲと著作権
ＩＲに登録することとは、
著作権者がその権利（複製権・公衆送信権）を
行使すること。
（図書館に権利が移るわけではない。）
著作権者が誰なのかを見極めることが
コンテンツ収集のスタートライン。
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まずは 紀要
• 著作権
編集委員会か著者か、著作権規程を確認。
明記されていないケースがほとんど。
（規程自体がないことも） →その場合は著者
• 紀要の考え方
分野によって大きく違う。
人文系は重要視している。
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4紀要の集め方その１：NII-ELS
• NII 学術雑誌公開支援事業データを提供し
てもらう。（CiNiiで検索できる紀要データ）
http://www.nii.ac.jp/nels/index.html#supply
申請書提出後、数週間かかるが、一括でもらえる。
条件有り。
（国立情報学研究所において電子化した旨を明示すること。
サービス提供の際は無償とすること。利用者によりデータの
改竄や盗用等が発生しないように注意喚起すること ）
著作権についてはクリアと考えてよい、はず。
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紀要の集め方その２：編集委員会
紀要をまるごともらうよう編集委員会と交渉
• 紀要の印刷時、印刷業者から副産物的に
ＰＤＦを納品してもらうのがてっとり早い。
（印刷業者によっては無料のところも）
• 残部をもらって地道にスキャンする。
（切断してスキャンした方が見開きよりきれい）
• NII-ELSを斡旋する。
著作権者の許諾処理＝投稿規程明記が効果的
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5投稿規定記載例
例1） 著作権は著者
○○紀要に掲載された論文の著作権は、当該著作物の
著者に帰属する。ただし、○○紀要編集委員会は、
○○紀要に掲載された論文を電子化し、公開することが
できる。
例2） 著作権は紀要編集委員会
○○紀要に掲載された論文の著作権は、○○紀要編集
委員会に帰属する。ただし、著作者は著作権が学会に
帰属する著作物を自ら利用することが出来る。
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バックナンバー
過去のすべての著者に
個別に許諾を取るのは無理｡
・編集責任者の一存により、電子化を許可する。
・該当の紀要の最新号等に電子化許諾の告知
を出す。
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6• 著者に著作権のある紀要
• 研究者の主催する研究会の刊行物
について
論文単位でファイルをもらう。
紀要の集め方その３：個人的に
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学術雑誌掲載論文の著作権
• 海外の出版社・学会
ほとんど版元に著作権が譲渡されているが、
94%のジャーナルが、一定の条件（著者原稿）をセルフアー
カイブすることを認めている。
• 日本の出版社・学会 も徐々にその方向。
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これを狙う
中には、出版社版
（電子ジャーナル）を
そのままアーカイブ
できるところもある。
7許諾確認作業
• 海外出版社・学会
SHERPA ：セルフアーカイビングまとめサイト
http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php
• 国内学協会
著作権の取扱いに関するアンケート（結果速報）
http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/ir/
学会のウェブページや各雑誌の投稿規程
許諾状況がわからなければ、個別に確認
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不可American Chemical Soceity
著者原稿Institute of Physics
出版社版British Medical Journal 
Publishing Group
出版社版IEEE
不可Endocrine Society
出版社版American Physical Society
著者原稿Springer
著者原稿（数ヶ月から1
年のembargoあり）
Blackwell
著者原稿Elsevier
許諾条件出版社・学会
8出版社版可
• 日本機械学会
• 日本独文学会（個々に申請が必要）
• 日本医療福祉設備協会
• 日本地理学会
• 日本音楽療法学会
• 日本生物工学会
• American Physical Society
• IEEE
• American Institute of Physics
• British Medical Journal Publishing Group
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出版社版可論文の集めかた
• 雑誌名・著者所属を限定してデータベースを検索
する。
CiNii, Web of Science, Scopus,
あるいは学会サイトのインデックスから
• 研究者の業績一覧から出版社版可能な雑誌を見
つける。
• 著者を特定して連絡する。
許可はもらわなくても法的に問題はない。
• 電子ファイルをゲットする。
電子ジャーナルから・学会サイトから
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9CiNii（ファイル使用は要申請）
学会サイト
10
Scopus などから
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e-journal を見つける
11
その他の資料：講演資料
12
研究者へのアプローチ
19年度までは実験であることを明言
• 実際の画面を見せる方が効果的。
• 初期協力者を得る。
→本稼動後も協力してもらえそうな人を選ぶ。
• キーパーソン（紀要編集委員・広報的存在）。
• あらかじめ業績を調べて交渉。
2007.1.29 HARP第2回勉強会
